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１．研究計画の概要 
本研究では沖積低地の地域的な場の条件，す

なわち低地の土地条件が成立した背景を明ら

かにするとともに，将来起こりうる環境変動

や，自然災害に対する潜在的なポテンシャル

を沖積低地の地形環境ダイナミクスにもとづ

いて明確化・普遍化することを目的とする． 

そのために，微地形の時空間的変化を詳

細に復元するとともに，調査対象地域にお

ける微地形の発達および微地形を取り巻く

環境の変化をより高い精度で解明し，より

高精度かつ空間的な視野に立って沖積低地

の地形環境動態を明らかにする．また，得

られたデータを地理情報システムの利用の

もとに既往の水害や海面上昇に関するデー

タと重ね合わせて相互の関係を時空間的に

解析し，自然システムの要素としての微地

形の自然災害や人間活動に対する応答・役

割を明確化する． 

また，より普遍的な成果を求めるため，我が

国において進めた高精度な解明手法を途上国

の沖積低地に適用し，水害・海水準変動に対

する微地形形成環境ダイナミクスについての

普遍性・一般法則を導き出し，沖積低地にお

ける洪水氾濫および海面上昇の影響に対する

低地の地形環境動態についてのモデルを提示

する．さらに，従来沖積低地の地形特性に関

する情報が自然災害の軽減にほとんど生かさ

れてこなかった途上国の沖積低地について，

微地形の特質や低地の地形形成史および地形

環境動態，自然災害ポテンシャルなどについ

て検討した成果を提供する． 

 
２．研究の進捗状況 
 国内においては濃尾平野・越後平野・津軽

平野・天竜川下流低地などを対象地域として

地質調査を実施した．これらの低地における

微地形を認定するとともに，コア堆積物の採

取をおこない，層相解析や放射性炭素年代測

定などを実施して微地形の形成過程と形成要

因に関する詳細な検討を行った． 

 これまでの調査により，河成層が下位の海

成層を覆う時期，さらには現在の平野表面に

みられる微地形の形成時期をほぼ捉えること

ができた．また，氾濫原構成堆積物の1000年

スケールでの堆積速度についても検討した．

その結果，越後平野では沖積層浅部に広く分

布する黒色腐植土層について，平安時代前半

（900AD頃）の角田山西縁断層の最新活動にと

もなう平野の沈降によって生じたことを示唆

するデータを得た． 

 津軽平野では複数の考古遺跡を対象とした

調査を行い，津軽平野の沖積層浅部には十和

田平安噴火によって生じた火山灰を含む洪水

堆積物が広く分布していることが明らかにな

り，十和田平安噴火が岩木川およびその支流

の動態（堆積・下刻）に影響を与えたことを

明らかにした． 

 さらに，濃尾平野と天竜川では，氷河性海

水準上昇がほぼ終了した後に，氾濫原堆積物

の累重が生じている．堆積速度は 1000 年スケ

ールでみると，それ以前の海成層が堆積して

いた時期に比べて小さい．氾濫原堆積物の累

重には上方への堆積空間の形成が重要で，堆
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積空間の形成は，1000 年スケールでみると，

氷河性海水準上昇速度に強く影響を受けてき

たことを明らかにした．  

一方，東南アジア地域における調査では，

衛星画像を用いて低地の微地形を把握すると

共に，タイ国チャオプラヤ河中流域に位置し，

洪水の規模が大きく、水稲栽培への影響も大

きいヨン川、ナン川、ピン川などの大きな支

流の合流地域であるピチット県とその周辺地

域を対象として，時系列で取得された

RADARSAT画像を用いて洪水による湛水域を抽

出することによって地形・洪水が水稲の作付

けパターンへ与える影響の評価を行い，地形

の高低差・湛水の有無（長短）・土地利用が互

いに影響しあい、水稲作付けパターンに影響

を与えている関係を明確に示したほか，タイ

中央平原における低地の形成過程と硫酸塩酸

性土壌の発達との関係についても検討した．  

また，インドネシア国アチェ海岸平野にお

ける低地の微地形と津波の流柄王についての

検討を行うと共に，ベトナム中部のスーボン

川下流平野においても洪水と微地形との関係

を検討し，微地形の形成・発達と湛水地域と

の対応関係について検討すると共に，GIS シ

ステムを用いることによってそれらの関係を

表現し，途上国におけるより実際的なハザー

ドマップの作成への展開を試みた． 

３．現在までの達成度 

 越後平野や津軽平野を対象とした調査を通

じて，断層活動や火山活動の影響が沖積低地

の地形発達や微地形形成に及ぼす影響が明ら

かにされつつあると共に，そのような低地の

微地形が洪水や水稲栽培二度のようにかかわ

るかという点を，東南アジアの沖積低地にお

いて，より具体的に明らかにしつつある．ま

た，特に途上国でその必要性が望まれている

ハザードマップ作成に衛星画像解析や GIS を

利用してより具体的なリアリティーのあるマ

ップ作成の試みを行うことが出来た． 

 調査自体はおおむね順調に進んでおり，途

上国における応用的な部分は興味深い成果を

得ているが，国内外における研究の相互の関

係についての検討が遅れている．また，学会

での成果発表もおこなっているが，論文投稿

についてはかなり遅れている． 

４．今後の研究の推進方策 
 微地形形成の時空間メカニズムと微地形の
持つ意味をより明確化すると共に，調査対象
地域における微地形の発達および微地形を取
り巻く環境の変化との関係を明確化し，高精
度かつ空間的な視野に立って沖積低地の地形
環境動態を明らかにする．また，自然システ
ムの要素としての微地形の自然災害や人間活
動に対する応答・役割を明確化し，より普遍

的な成果として取りまとめる． 
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